
里海カンファレンス
2021 in南三陸
〜里海里山ひとつながりのマンダラに学ぶ〜

東 日 本 大 震 災 か ら の 復 興 を 目 指 し 、

持 続 可 能 な 里 海 ・ 里 山 づ く り に 挑 ん だ

南 三 陸 町 の 1 0年 を 振 り 返 り ま す 。

S D G s と い う 世 界 的 な 潮 流 に 先 行 す る

ま ち づ く り が ど の よ う に 生 ま れ 、

歩 み を 進 め て き た の か 。

実 践 者 と の 対 話 か ら 検 証 し 、 里 海 づ く り の

次 の 1 0 年 に つ な が る 学 び を 共 有 し ま す 。

そ し て 、 “ 里 海 が 直 面 す る 危 機 ” に も 迫 り ま す 。

里 海 が 目 指 す 「 持 続 可 能 な 社 会 」 の 姿 を

あ ら た め て 考 え て み ま せ ん か 。

主催：特定非営利活動法人里海づくり研究会議
一般社団法人サスティナビリティセンター

共催：公益財団法人国際エメックスセンター
後援：J Fみやぎ志津川支所・南三陸町・宮城県

11月6日 カンファレンス (10:00〜18:00)
7日エクスカーション
南三陸町 (メイン会場・南三陸ホテル観洋）

定員：80名
詳細はコチラ

参加無料
※懇親会・エクスカーションは別途



いのちめぐる⾥海⾥⼭・震災復興の10年を振り返る
〜学びの宝庫となった⾥海・⾥⼭〜

10:10
｜
11:55 〇奇跡の１/３⾰命

〜こども達に誇れる養殖再⽣〜
後藤 清広 ⽒ ⼾倉カキ部会⻑
阿部 ⺠⼦ ⽒ たみこの海パック代表

〇FSC認証がもたらしたもの
〜スタバの内装も彩る南三陸杉〜
佐藤 太⼀ ⽒ 南三陸森林管理協議会

〇地域想いのおいしいお⽶・めぐりん⽶
〜⽣ゴミバケツで資源循環〜
阿部 勝善 ⽒ めぐりん⽶⽣産者
野添 幹雄 ⽒ アミタホールディングス株式会社
佐藤 克哉 ⽒ 有限会社⼭勝運輸
⼯藤 真⼸ ⽒ 上⼭⼋幡宮

〇親⼦で学ぶサスティナブルな⾥海⾥⼭
〜南三陸FWがもたらす学び〜
宮⽥ 新作 ⽒ 早稲⽥実業学校初等部

〇総合討論 太齋 彰浩 ⽒ サスティナビリティセンター
（コーディネーター）

⾥海と⽣物多様性
～研究者との出会いが生み出す里海の可能性～13:00

|
15:15

15:30
｜

16:50

〇ラムサール条約事務局もビックリ︕驚きの⽣物多様性
〜⽣き物宝箱・志津川湾〜
阿部 拓三 ⽒ 南三陸町ネイチャーセンター

〇市⺠が守った⼋幡川河⼝で⼲潟調査
〜こんな⽣き物でちゃいました〜
部員のみなさん 志津川⾼等学校⾃然科学部

〇⽇本⼀の⿂類相・柏島
〜島丸ごとミュージアムを掲げて歩んだ20年〜
神⽥ 優 ⽒ NPO法⼈⿊潮実感センター

〇天気予報のように⽣態系を予報する未来
〜⾥海の価値を守る仕組みづくり〜
近藤 倫⽣ ⽒ 環境DNA学会・東北⼤学

○総合討論 柳 哲雄 ⽒ 九州⼤学名誉教授 (コーディネーター)

○地球温暖化・海洋酸性化が脅かす海の環境
藤井 賢彦 ⽒ 北海道⼤学

〇三陸海域における酸性化と貧酸素化の現状
⼩埜 恒夫 ⽒ ⽔産研究・教育機構

○総合討論 海の異変にどう⽴ち向かうのか︖
〜私たちに出来ること〜
鷲尾 圭司 ⽒ 元⽔産⼤学校 理事⻑ (コメンテーター)

⽥中 丈裕 ⽒ ⾥海づくり研究会議 (コーディネーター)

17:00
|

17:30

南三陸学会設⽴宣⾔
次期開催地から
総評
閉会宣⾔

佐藤 太⼀ ⽒ 設⽴準備委員会
神⽥ 優 ⽒ ⾼知県柏島
松⽥ 治 ⽒ ⾥海づくり研究会議
春名 克彦 ⽒ 国際エメックスセンター

【⾥海カンファレンス2021 in 南三陸プログラム】

南三陸町副町⻑ 最知 明広 ⽒
太齋 彰浩 ⽒ (サスティナビリティセンター)

開場
歓迎のあいさつ
はじめに

SESSION 3

CLOSING

9:30
10:00
10:05

SESSION 2

SESSION１

今、⾥海に迫る危機 ～里海の未来に向けて～

※プログラムは都合により、変更する場合があります。

OPENING

総合司会︓浮ケ⾕ 美穂 ⽒（ミヤギテレビアナウンサー）


